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１　私は、2000年から東京都でラブホテルを経営しています。東京地方裁判所

が、ラブホテルについて、「客から対価を得て一時の性的好奇心を満たし、又は性的

好奇心をそそるためのサービス」と断じたことについて、一言反論したくてこの意見書を

書いています。

２　ラブホテルは決して「一時の性的好奇心を満た」したり、「性的好奇心をそ

そる」ためにあるのではありません。ラブホテルの利用者は本当に様々です。

例えば・・・

３　また、一時の性的好奇心を満たす仕事だとなぜ給付から外れてもよいのかも

わかりません。多くの人は性的欲望を抱いています。・・・

４　以上のとおり、裁判所の考え方はおかしいと思います。

以上


